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研究成果の概要（和文）：　本調査研究の目的は、インドの東端のナガランド州の紅玉髄製ビーズ・装身具の流通と価
値観を、その歴史的背景と今日の現状を調査することで明らかにすることにある。
　ナガランド地方は東南アジアや中国南部とも接し、古来交易の要所であったと考えられ、限定的ながら数百年ほど前
からすでに紅玉髄製ビーズが流通していたことが裏づけられている。しかし近現代では、急速に進んだキリスト教化や
中央政府との紛争によって紅玉髄製ビーズをめぐる文化が衰退してしまった。ただしそれでもなお、装身具は先祖から
受け継がれてきた家宝として意識され、ナガとしてのアイデンティティの拠り所としてその伝統が保持されていること
が確認できた。
ガ

研究成果の概要（英文）：　This project on carnelian ornaments in South Asia originate from a study on 
carnelian beads of the Indus Civilization, which led us to carnelian mines at Ratanpur (Dt. Bharuch, 
Gujarat), the major manufacturing centre of Khambhat (Dt.Anand, Gujarat) and then to one of the major 
destination of carnelian trade, Nagaland located 2500km away.
　The aim of the project is to investigate (or to describe) current state of trade activity of carnelian 
- i.e. mining, manufacturing into ornaments, selling, purchase and use as well as values or symbolism 
bestowed on this semi-precious stone. However, the tradition is slowly dying out and hopefully the 
recording of contemporary status would also be the contribution of the project.

研究分野：南アジア地域研究
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１．研究開始当初の背景 
南アジアは、多種多様な宝石（貴石・準貴

石）を産出する土地として知られる。人の手

では生み出せない各々の石の美しさに、人々

は古来より魅了され、特別な想いを抱いてき

た。特定の場所でしか採掘できない石は熟練

した技をもつ職人が集まる町へと運ばれ、ビ

ーズなどに加工される。こうして採掘から加

工、そして加工から製品となった首飾りを身

に着ける人々までを結ぶ交易ネットワーク

が形成されてきた。橙から紅色の半透明なガ

ラスのような輝きが美しい準貴石の紅玉髄

も、そうした石のひとつである。 

インドに視点をあてるなら、今日では全国

的に人気が高いのはダイアモンドやルビー

などの貴石類や金といえる。しかし紅玉髄と

人との関係はそれらより古く遡るより長い

歴史をもち、今も連綿と受け継がれている。

今もこの石が好まれている場所のひとつが、

ナガランド州を初めとするインド北東部で

ある。 

 本調査研究の発端は、4500 年程前にパキ

スタンからインド北西部にかけて栄えたイ

ンダス文明にある。この文明で作られた見事

な紅玉髄製ビーズは、特産品として遥か

2000km西方のメソポタミア文明にまで輸出

されていた。原石は、文明の南東部にあたる

現在のグジャラート州ラタンプル地区で採

掘していたと考えられている。それは職人ら

が待つ都市に運ばれ、おそらくは何ヵ月もか

けて丁寧に成形され、磨かれ、穿孔され、首

飾りに仕上げられていった。 

 ランタンプルでは今日なお採掘が続けら

れており、同州のカンバートに運ばれ古代と

変わらぬ手作業によってビーズに加工され

ている。その製作技法の調査のためこの街を

訪れ聞き取りをしていくなかで、完成品の卸

し先のおよそ 8割が東方に 2200km離れたナ

ガランド州であることを知った。数千年に及

ぶ交易の変遷や、交易を促した文化的背景

（政治、社会、信仰など）を裏づける史料は

断片的であり、ましてやかつて人々が紅玉髄

に対して抱いてきた想いを探ることは不可

能に近い。ただし、少なくとも採掘と原石を

製品へと加工する製作技法が、今日まで継承

されてきたことは仮定できる。ナガランドで

好まれ使われている紅玉髄製ビーズは、そう

した長い歴史と文化のひとつの帰結にほか

ならない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、今日まで連綿と連なる南

アジアにおける紅玉髄と人々との関係の歴

史に、今日のナガランド州の事例の調査研究

の成果を加えることである。 

インドの「辺境の地」としても知られるナ

ガランドであるが、実際には首飾りに用いら

れる紅玉髄や瑪瑙、ガラス、貝などさまざま

な素材が、州の外の遠方から交易によって運

ばれ広域に及ぶ交易ネットワークを有して

いる。そうした交易は、具体的にどのような

形で行われているのか。そしてまた交易によ

って入手した首飾りは、人々にとってどのよ

うな文化的な意味をもつのか。伝統は急速に

失われつつある。それが消え去る前に、これ

らの点を明らかにし記録を残すこともまた

目的の一部を成している。 

 

３．研究の方法 

本研究のメンバー各々が専門とする民族

誌、文化誌、考古学、地理学などそれぞれの

分野の視点からナガランド州の紅玉髄製ビ

ーズの文化の流通と価値観を明らかにする

ことに取り組み、こうした装身具を巡る伝統

とその社会システムの中における変容につ

いて調査を行った。限られた時間の中ですべ

ての課題を検証することは困難ではあった

が、この地だけでなく、インドさらには南ア

ジア全体の歴史の一端をも担う装身具とそ

の素材について多角的に分析することに尽



力した。 

現地での調査は、平成 15－16 年度に 4 回

に渡って実施した。主だった調査地は以下の

通りである。 

ナガランド州 

ディーマープル県：ディーマープル 

コヒマ県：コヒマ、コノマ、ジャカマ 

ペック県：テニズミ、チョズバ、ルングズ

ミ、ケザケノ、メルリ 

キフィレ県：ミミ 

マニプル州 

セナパティ県：カフレマイ、マケル 

ニューデリー及びコルカタ（ナガランド州政

府直営店） 

 

４．研究成果 

ナガランド地方の紅玉髄製ビーズを用い

た首飾りについては、その伝統的な使用―す

なわち豪華な何連もの首飾りを日常的に身

に着けること―は、残念ながらすでに失われ

ていた。それは世界の多くの土地と同様に、

服の洋装化が進んだことと軌を一にする。そ

してとくにナガランドの場合には、急速に進

んだキリスト教への改宗が生活に変化をも

たらす大きな要因ともなった。これに加え、

中央政府との独立紛争や安価なプラスチッ

ク製品の登場もさらなる変容の端緒となっ

た。 

一方でキリスト教徒となった今もなお、古

来行われる年に数度の祭りを盛大に祝い、そ

の際に各々のナガ集団の一員の証である豪

華な首飾りを身に着けている。今もホンモノ

が理想とされるものの、たとえそれがプラス

チック製の代替品であったとしても、その色

と形、デザインが伝統に基づいていることが

重視される。2000年に始まったホーンビル・

フェスティバルもしかり。かつては互いに首

狩りをしていた各々のナガ集団が一同に会

することなど、歴史上かつてなかったはずで

ある。地域振興・観光促進という時代に即し

た新しい流れの中で、改めてそれぞれの集団

のアイデンティティが強化されている。それ

は、未来に向けた新たな伝統の創出ともいえ

るであろう。 

また本調査を通して、こうした文化と歴史

の変遷が、人々が暮らし生業を営んできたナ

ガランド固有の地理的環境を舞台に積み重

ねられてきたことも検証できた。さらには、

この土地におけるイスラーム教徒の現状に

ついて確認できたことも大きな収穫であっ

た。紅玉髄が採掘されるグジャラート州ラタ

ンプル地区には紅玉髄の加工技術を伝えた

とされるイスラーム教信者が祀られている

こともあり、この石とイスラーム教との関わ

りについては今後も検証していく必要があ

る。 
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